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不定冠詞の aと動詞の不定形と同形の Vをとる，have a＋ V（have a walk），take a＋ V（take a look at the 
picture），give NP a＋ V（give the car a push），give a＋ V（give a smile）という構文である。第二は，目的語
として動詞から派生した名詞をとる，do＋ NP（do a translation），make＋ NP（make a choice）という構文






　第 3章では，a＋ Vの構文的意味と Vに生じる動詞のタイプを特定する。まず，a＋ Vは慣用的で特定の
構文に張り付いたものではなく，「アスペクト的に制限のある行為」を表すということが示される。さらに，
a＋ Vに相当する日本語表現「ひと＋ V」（「ひと泳ぎ」）と「いち＋ v」（「一考」）を考察し，それらが英語
の a＋ Vと同様の意味を担い，同じタイプの動詞を選択するということも論じられる。






　第 5章では，take a＋ V構文の構文的意味を検討し，この構文における軽動詞 takeの役割を考察する。





　第 6章では，give NP a＋ V，give a＋ Vおよび許可を表す give構文（give Bill a kick at the ball）を扱い，

































体の意味を突きとめることによって，それらの相互作用から a＋ Vの Vに生じる動詞のタイプを明らかに








はなく，不可算形を目的語にとる場合（have respect for，take care of，give rise toなど）や軽動詞の一つと
思われる getの例が考察されていないということがある。理論的には，本論文がよって立つ構文文法のわく
組みにおいて，軽動詞構文がどのような理論的意味合いをもつかが十分に論じられていないということがあ
る。これらの点に関してしかるべき考察を加えれば，本論文はさらに完成度が高まることが期待される。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
